
別記様式 

会 議 録 

会議の名称 平成２７年度 第１回 栃木東部地域会議 

開催日時 平成２７年５月２９日  開会１９時００分  閉会２０時４５分  

開催場所 栃木市国府公民館 中会議室 

出席委員氏名 五十嵐 記代子、大橋 哲夫、大山 惠久、荻島 哲、柏崎 桂二、柏崎 章吉、 

神田 誠司、神戸 透、後藤 英雄、島田 秀夫、竹澤 克元、田中 雅人、 

千葉 義弘、藤本 紀子 

欠席委員氏名 倉持 好則、谷中 俊太郎 

事務局職員職氏名 総合政策部長 早乙女 洋、地域まちづくり課長 天海 俊充、 

同課長補佐 清水 孝之、 

栃木東部地域まちづくりセンター所長兼国府公民館長 出井 正一、 

大宮公民館長 伏木 広安、国府公民館主査 毛塚 隆 

その他出席者等 栃木西部地域まちづくりセンター所長兼吹上公民館長 茂木 隆 

会議事項 ・正副会長の選出について 

・新たな地域自治制度の概要について 

・地域予算の提案について 

・年間スケジュールについて 

・栃木市斎場再整備検討委員会委員の推薦について 

会議の公開又は 

非公開の別 

公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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１ 開会  司会：出井所長 

 

２ あいさつ  早乙女 総合政策部長 

 

３ 委員および職員自己紹介 

 

４ 正副会長の選出について 

・どのような選出方法がよろしいか。 

・事務局案はあるか。 

・事務局案は特に用意していない。方法の一つとしては、委員の皆さんからどな

たかを推薦していただく指名推薦がある。 

・大宮と国府で１名ずつ選出するのがよいのではないか。 

・今の意見はいかがか。 

・この場では決めにくいので、大宮と国府の委員に分かれて、別室で協議してみ

てはどうか。 
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（一同了承し、大宮と国府の委員が別室に分かれ、約１０分の協議の後、１名ず

つ代表を選出） 

・話し合いの結果を、大宮・国府とそれぞれ報告願いたい。 

・大宮からは荻島委員を選出した。 

・国府からは柏崎（章）委員を選出した。また、地域会議の事務局が国府にある

ことから、恐縮だが、会長職を国府の委員にいただきたい。 

・今の意見はいかがか。 

・国府より大宮の世帯が多く、発言力も強くなると思うので、事務局が国府にあ

るという理由だけで会長職を国府の委員にする考えは無しにして欲しい。 

・今の意見はいかがか。 

・事務局の有無で会長職が決まることには反対だが、柏崎（章）委員が適任と考

える。 

・人口が多い点からも、会長は大宮で、経験も豊富な荻島委員が会長に適任と考

える。 

・ご両人とも人格も経験も申し分ないが、まちづくり協議会など、前からのつな

がりを考えれば、柏崎（章）委員が会長に適任と考える。 

・今の意見はいかがか。（拍手多数） 

 柏崎（章）委員を会長に、荻島委員を副会長に選出する。 

 

（会長・副会長それぞれ就任のあいさつをした後、会長が議長となり、議事を進

行した。） 

・本日の出席委員数を事務局から報告願う。 

・本日の出席委員は１４名で、委員総数１６名の過半数であるため、会議は成立

していることを報告する。 

・事務局の報告のとおり、本日の会議は成立している。なお、栃木市地域づくり

推進条例施行規則第４条により会議録を調製するが、発言者を特定せず、発言

の要旨のみを記載し、議事録署名人は指定しないことにしたい。会議録はホー

ムページに掲載する。 

 

５ 議事 

（１）新たな地域自治制度の概要について 

・事務局から説明願う。 

（「地域会議委員の手引き」に基づき説明） 

・この制度について、議会の賛成は得ているのか。 

・この制度は条例に定められているので、議会の承認を得ている。議会と地域会

議のすみ分けについて議員の皆さんが理解された上で条例が成立したものと

考えている。 

・補助事業について、いきいきサロンや災害マップなど、既に補助の対象になる

ようなものとバッティング（重なり合い）しないか。 

・会計上分けた処理が必要なので、対象が重なるようであれば、それを念頭にお

いた会計処理をお願いしたい。あるイベントの一部分に応援補助金を活用する
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ことは可能である。 

・自治会毎にやるものはよいとして、例えば災害備蓄などを地域で行うことで、

自治会が離れていくようだと困る。 

・備蓄だとすると、自治会ごとでやる方法もあるし、まちづくり実働組織でやれ

ば補助金が使える。 

・東部地域で事業をプランニングすることになるが、提案を今ここでするのか、

後で提案するのか。 

・この後に説明するが、後日提案していただく。 

・事務局としては、このスケジュールで出来る見通しを持っているか。 

・かなりタイトなスケジュールだが、委員の皆さんは日頃から地域の課題につい

てお考えをお持ちでしょうから、それをあげていただき、できるものを行いた

い。他の地域もやる気満々だ。 

 

（２）地域予算の提案について 

・事務局から説明願う。 

（配付資料に基づき説明） 

・自治会専属のもの（ゴミステーション・防犯灯など）は対象外となる。皆さん

からの提案を第２回会議の議題として使用したい。 

・提出期限までの時間が足りない。 

・今まで課題があがっていれば、それを書いていただきたい。 

・そんな簡単に言われたくない。 

・タイトだし、委員個人で提案するのは難しい。大宮と国府の委員に分かれて課

題をまとめてみるとよいのではないか。 

・大宮と国府で分ける提案は可能か。 

・最後は東部地域として提案をまとめるとして、前段で大宮と国府それぞれでま

とめてみてはいかがか。 

・各委員が課題を出して、全員で協議すればよいと思う。他の地区の問題は分か

らない。 

・各委員が課題を出して、委員が認識している課題を共有できればよいと思う。 

・委員個人で課題を出すことには賛成する。６月１７日に提出締切なのは東部地

域だけのものか。 

・どこの地域も委員から出してもらう同じスタイルを採っている。 

 

（３）年間スケジュールについて 

・事務局から説明願う。 

（資料に基づき説明） 

※ 質疑応答無し 

  

（４）栃木市斎場再整備検討委員会委員の推薦について 

・事務局から説明願う。 

（資料に基づき説明） 
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・柏崎（桂）委員が、民生委員児童委員協議会連合会から推薦され、既に委員に

なっているので、その他の方から推薦をお願いしたい。 

・検討委員会での協議は詰めの段階に来ている。 

・柏崎（桂）委員が大宮なので、国府の委員から推薦してはどうか。 

・柏崎（桂）委員と同じ民生委員をしている島田委員はいかがか。 

・民生委員が多くなるのはどうなのか。 

・島田委員を推薦したいが、皆さんいかがか。（拍手多数） 

 島田委員を推薦する。 

 

６ その他 

（１）事務連絡 

・栃木市総合計画（改訂版）の配付 

・相手方登録依頼書（委員報酬の振込先）の提出依頼 

・次回会議 ６月２４日（水）午後７時（大宮公民館） 

 


